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2019年シンポジウム：「スタートした国家資格『公認心理師』のこれから」

国家資格への期待と矜持

古 村　 健† 第73回国立病院総合医学会
（2019年11月９日　於　名古屋）
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要 旨 国立病院機構心理療法士協議会では，2019年に階層別達成目標を作成した．本論では，
この階層別達成目標をもとに心理療法士の業務と心理職の有効活用に向けた指針を示

した．心理療法士の中核業務は，心理アセスメントと心理支援であるが，臨床研究・教育研修，
災害時・緊急時対応，職員のメンタルヘルス対応にも寄与する力を有していることが多いことは
十分に周知されていない．心理療法士は，今後は国家資格を有する公認心理師として，有機的に
多職種と連携し，国立病院機構が担う医療のなかで，国民の心の健康に寄与したいと考えている．
本論が，今後の多職種連携に向けて心理療法士の活用方法の可能性を広げ，柔軟に考えていただ
くきっかけになればありがたい．
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はじめに

　公認心理師法が2017年９月に施行され，2018年９
月には第１回の国家試験が実施され，2019年に「公
認心理師」の有資格者が誕生した．診療報酬上も，「公
認心理師」が登場している．国民の心の健康に寄与
する「公認心理師」として，医療領域において有機
的な多職種連携が実現することを願い，本論では心
理職の業務を紹介し，心理職の活用法を提案したい．
なお，本論で紹介する心理業務の枠組み，および心
理職の成長過程は，国立病院機構心理療法士協議会

（以下，当協議会）のワーキングループで検討した
成果物である．

国立病院機構における心理療法士

　心理職の業務を示す前に，現在の心理療法士の状
況について紹介したい．心理療法士が常勤配置され
ているのは，全国141の国立病院機構のうち53%に
あたる75施設で，計188名である（2019年５月１日
現在）．心理療法士は，精神科専門病院においては
４名以上が常勤配置されており，精神科一般だけで
はなく，児童思春期，医療観察法，アルコール依存
症などに関わっている．また，総合病院では，１名
ないし２名の常勤配置が多いが，配置先は施設ごと
に異なる．具体的には，がん，HIV，高齢者，神経
内科，周産期医療，メンタルヘルスなど，関わる範
囲は広がってきている．また，災害時には災害精神
医療派遣チーム（DPAT）にも一員として加わり，
活動も行ってきた．これまでの心理療法士の仕事は，
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